
重点課題 4  多様な人々が活躍できる社会を実現する

重点課題の考え方

　セブン＆アイグループは、人種や国籍を始め、性別や年齢、宗教、障がいの有無、性的指向などさまざまなバックグラウンドや価値
観を持つ多様な人々が活躍できる社会を実現していくことが重要だと考えています。

　異文化理解の促進や、未来社会を担う次世代の応援などを実施することは、社会全体の発展だけではなく、社会から求められる商
品・サービスの提供にもつながります。当社グループだけでなく、社会全体がさまざまな価値観やライフスタイルを認め合うことので
きるように、取り組みを進めていきます。

重点課題の背景

高齢化と生産年齢人口の減少

　日本は出生率の低下とともに高齢化が進み、生産年齢人口が減少しています。2040年までに、老年人口は増大する一方、生産年齢人
口は約1,750万人減少することが予測されています。次世代の育成を支援していくことは、より良い社会の実現する上で重要です。

関連する方針

セブン＆アイグループ企業行動指針

セブン＆アイグループ人権方針
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女性活躍支援

　生産年齢人口が減少する中、女性の活躍推進は必要不可欠です。しかし、子育てと仕事の両立ができない、子育て後に就職ができな
いなど多くの理由で働きたくても働けない女性も多くみられます。また、日本では管理職に占める女性の割合は、課長相当職以上で
12.4％ （2020年）と世界に比べても低いため、高い能力を持つ女性が活躍できるような社会にしていくことが課題となっています。

異文化に対する受容性

　自分とは異なる文化に対しての受容性を複数の国で比較すると、特に日本のスコアは低い状態にあります。多様な人々が活躍できる
社会を目指すためには、異文化に対しても認め合うことが課題となります。

※

厚生労働省「令和2年度雇用均等基本調査（企業調査　結果概要）」より※
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SDGsへの貢献

　この重点課題に取り組むことで、セブン＆アイグループはジェンダー平等を含む多様な人々の活躍を支援し、持続可能な開発目標
（SDGs）の目標5、10の達成に貢献します。

セブン＆アイグループの取り組み

次世代育成の支援
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重点課題 4  多様な人々が活躍できる社会を実現する

次世代育成の支援

　セブン&アイグループは、核家族化や少子化が進み、子育てについて相談できる機会が減少する中、気軽にご利用いただける店舗での
イベントや、教育機関などと連携した取り組みを通じて、未来を担う次世代の健やかな成長をサポートしています。


 


マタニティ・育児相談サービスの提供

　イトーヨーカドーとそごう・西武は、保健師や助産師の資格を持つ相談員が妊娠中の健康や育児について無料で相談を承る「マタニ
ティ・育児相談室」を100店舗、「プレママステーション」を5店舗、それぞれ設置しています（2022年2月末現在）。各施設では、お
むつ交換台や授乳用個室、ミルク用給湯器、子ども専用トイレなどを備えた休憩室をご利用いただけます。また、相談員が地域の行政
で実施している支援についての情報を収集し、利用者の方への情報提供も行っています。

育児に関する相談窓口

イトーヨーカドーの育児相談件数（利用者の実績）

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

245,988件 239,934件 224,552件 111,326件※ 137,559件※

子育て支援イベントの開催

　イトーヨーカドーは、子育てのアドバイスや保護者同士の交流を目的としたさまざまなイベントを開催しています。例えば、「産官
学が連携し、家庭で楽しめる」をテーマに、大学や自治体、複数のお取引先様と連携し、母親の健康維持・増進・リフレッシュ・子育
てに役立つ情報提供を目的としたイベントを開催し、イベントを通じて地域の皆様の子育て支援の輪を広げる活動に取り組んでいます
（2020年度、2021年度は新型コロナウィルス感染拡大防止のため未実施）。
　また、2021年から新たに親子で楽しく学べる「ちびっこ職場体験ツアー」を開催しています。このツアーは、イトーヨーカドーでの
職場体験を通じて、衛生管理や環境に配慮した取り組みなどをSDGs（持続可能な開発目標）の視点で学んでいただけるイベントです。




SDGsの視点で学べる「ちびっこ職場体験ツアー」

新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言を受けて、2020年4月～2020年6月の期間で78店舗の『マタニティ・育児相談室』が休室。2021
年度も店舗周辺地域の感染状況などによる一時的な休室により利用者が減少

※
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キャリア教育の支援

　セブン&アイグループは、小・中学校や高校、大学でのキャリア教育を支援するため、学校からのご依頼に応じて、各校への社員の派
遣や、職場見学、店舗において身近な店内業務を経験する職場体験に協力しています。

「品川スチューデント・シティ」に出店

　セブン‐イレブン・ジャパンは、2003年から東京都品川区と公益社団法人ジュニア・アチーブメント日本が協業で開催している「品
川スチューデント・シティ」に出店しています。これは小学校の中に仮想の街をつくり、さまざまな企業が出店する中で、就業および
社会体験の機会を提供するものです。子どもたちは、セブン‐イレブン店内で接客から売場づくりなどを体験することで社会の仕組みを
学びます。

品川スチューデント・シティ

店舗での職場体験

　イトーヨーカドーは、教育機関から児童・生徒・学生の職場体験を受け入れています。お客様へのコーディネート提案や試食販売な
どを通じて、提案内容を自ら考えて表現することの楽しさや、安全・安心を守るための基本項目を守ることの大切さを体験していただ
いています。2020年度と2021年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止策としてオンライン会議ツールを使用した職場見学を実施し
ています。
　ヨークは、店舗での食品加工作業の見学や売場での商品の陳列などを体験する場を提供しており、毎年約7,000人の小・中学生が参
加しています。2021年度は、新型コロナウィルス感染状況を注視しながら、児童・生徒の見学や先生からのインタビューを受け入れた
ほか、教育機関に自社の社会・環境への取り組みを掲載しているリーフレットを提供しました。

オンライン会議ツールでの職場体験の様子（イトーヨーカドー）

経済活動体験「スチューデント・シティ」についてはこちら
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研修センターでの職場体験

　セブン＆アイグループの研修施設、伊藤研修センターでは、売場づくりや食品加工を体験していただくほか、車いすのお客様への対
応など、さまざまなお客様の立場に立った対応について実際に体験学習する機会を提供しています。それらの体験を通じて、働くこと
の意義やお客様に接する喜びなどを感じていただけるように努めています。

伊藤研修センターでのレジ接客体験学習

企業と学校の交流

　セブン‐イレブン・ジャパンは、企業と学校の交流を図る「読売教育ネットワーク」の一環として、出前授業を開催しています。児童
たちには、グループワークを通じてセブン‐イレブンの社会的役割を楽しく理解していただいています。同時に、社会環境の変化やお客
様のニーズの変化に合わせて「近くて便利なお店づくり」を目指すセブン‐イレブンの商品・サービスがどのように変化してきたか
（CRM戦略※やSDGsへの対応など）を学んでいただき、児童にとってコンビニエンスストアという身近な存在から社会を考える良いき
っかけにもなっています。

（顧客満足度と顧客ロイヤルティの向上を通して、売上の拡大と収益性の向上を目指す経営戦略/手法）




出前授業の様子

CRM：Customer Relationship Management＝「顧客関係管理」※
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無料絵本「森の戦士ボノロン」を通じた支援

　セブン銀行は、やさしさや勇気など、心温まるボノロンの世界が未来の子どもたちの心豊かな成長の糧になるとの想いをもって、
2005年からフリー絵本『森の戦士　ボノロン』※に協賛・協力しています。絵本の無料配布や従業員が子どもたちに読み聞かせ会を実
施するなど、青少年の健全な育成に取り組んでいます。

従業員による絵本の読み聞かせ会

食育の支援活動

　セブン＆アイグループは、さまざまな経験を通じて「食」に関する知識を伝え、健全な食生活を実践することができる人を育てるた
めに、次代を担う子どもたちに「食育活動」を推進しています。
　例えば、セブン＆アイ・フードシステムズが運営するデニーズの一部の店舗では、定期的に「おこさま食育スクール」を開催してい
ます。「お箸の使い方」や「ナイフ、フォーク、スプーンなどの使い方」のお話、食べる時の姿勢など基本的な作法を学ぶ「マナー」
と旬の野菜などの「食材」をテーマにパネルを使った説明など、クイズを交えて楽しく学べる場となっています。2020年からは、新型
コロナウィルス感染拡大防止のため対面開催を自粛し、オンライン会議ツールを使用した“食育スクール”を開催しています。

食育スクール

多様な方々への向きあい方を学ぶ「ユニバーサルマナー」への取り組み

　セブン‐イレブン・ジャパンは、社員を対象に高齢者や障がい者、外国人など、多様な方々への基本的な向き合い方を学ぶ機会として
「ユニバーサルマナー検定3級」検定取得の講習を開催しています。講習では「ユニバーサルマナーとはなにか」「自分とは違う人のこ
とを思いやり、適切な理解をもとに行動しよう」など、講義やグループワークを通じて理解を深めています。この取り組みは2018年7
月から開始したもので、2022年2月末までに159人が3級の認定を受けています。今後も社員一人ひとりが多様な方々に向き合い、声を
かけられる人になるように努め、すべての人が暮らしやすい社会づくりを推進していきます。

日本中の子どもたち、お母さんやお父さん、おばあちゃんやおじいちゃんが気軽に手に取ってもらえるように、全国のセブン‐イレブン店舗やデニー
ズ、ヨークベニマル、赤ちゃん本舗などで偶数月に約80万部発行し、無料で配布しています

※
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